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第11回もろやまゆずの里ウォーク
　11月23日に、『もろやまゆずの里ウォーク』が行

われました。当日は快晴に恵まれ絶好のハイキング

日和になりました。参加者はそれぞれのペースで歩

き、時折足を止めては、赤や黄色に色づいた里山の

景色やたわわに実った毛呂山特産の「ゆず」を眺め

ながら、桂
かつらぎ

木観音やゆずの里オートキャンプ場を目

指しました。



　11月8日に、役場駐車場で『第19回ふれあい広場』

が開催されました。福祉関係団体による模擬店などのほ

か、手話、車いす、アイマスク体験の福祉体験コーナー

も行われました。ステージでは、あいあい園によるマリ

ンバ演奏や人形劇団オッペによるソーラン節などのス

テージ発表が行われました。訪れた多くの人たちにとっ

て福祉とふれあう一日になりました。

　11月14日、15日に『第16回産業まつり』が開催されまし

た。今年は毛呂山総合公園を会場として行われ、多くの人が来

場しました。会場は、商工業部門、農業部門、行政部門に分か

れ、ゆずの加工品や旬の野菜、たまごなどの特産品が出店され

ました。訪れた人は、あち

らこちらのブースをのぞい

ては、買い物を楽しんでい

ました。

　また、今年も毛呂山町と

友情都市盟約書の締
ていけつ

結をし

ている宮崎県木
きじょうちょう

城町のPR

ブースが設けられ、多くの

人が立ち寄っていました。

秋
の
イ
ベ
ン
ト

秋
は
町
の
そ
こ
か
し
こ
で
、
毎
週
の
よ
う
に
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ

町
の
魅
力
を
味
わ
い
つ
く
せ
る
季
節
で
す
。

お
い
し
い
食
べ
物
に
舌
鼓
、

風ふ
う
こ
う
め
い
び

光
明
媚
な
鎌
北
湖
畔
で
紅
葉
狩
り
、

さ
わ
や
か
な
秋
空
の
里
山
を
楽
し
む
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ･･･

。

楽
し
か
っ
た
秋
の
思
い
出
を
、
写
真
と
と
も
に

振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
！

福祉の祭典、 華
はな

やかに！
　　　　―第 19 回ふれあい広場―

宮崎県木城町のブース
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我が町の特産品が勢ぞろい！
　　　―第 16 回産業まつり―



　越生・毛呂ロータリークラブが主催する国際

交流事業の交換留学生として、アメリカから日

本を訪れているエミリー・メイ・ドネジアさん

が、町長を表敬訪問しました。エミリーさんは

毛呂山町や越生町の家庭にホームステイをしな

がら、1年間、武蔵越生高等学校に通い、小さ

なアメリカ大使として、日本の学生などと交流

を深めます。

　11月1日、8日の2日間にわたり、大類ソフトボール

パークを主会場に『第15回名球会メモリアルカップ毛

呂山少年野球大会』が開催されました。町内外から本

大会、ジュニア大会ともに各16チームが集まり、熱戦

を繰り広げました。大会初日の開会式には名球会から

のプレゼント抽選会や元読売ジャイアンツの柴田勲
いさお

さ

んによる野球指導も行われました。

　10月31日、11月１日に『第5回歴史民俗資

料館まつり』が開催されました。今年は、鎧
よろいむしゃ

武者

との鎌倉街道ツアーや居合いの演舞、毎年10月

に町内４か所（大類、川角、滝ノ入、葛
つづらぬき

貫）で行

われている獅子舞が初めて披露されました。この

ほか、お囃
は や し

子（毛呂本郷、長瀬）や太鼓（西大久

保、目白台）、民踊、藍
あ い ぞ

染め体験、竹細工遊び、

蓑
みの

つくり、書道教室、ミニ土器作りが行われたり、模擬店なども出店し、歴史や民俗芸能を堪能

できる2日間になりました。

　町内の小・中

学生の図画と書

写の作品67点が

10月31日から

11月3日まで宮

崎県木城町の文

化祭において展

示されました。

　この事業は、木城町との交流を図ることを目的に今年度か

ら始められたもので、町内各小・中学校で作品を募集しまし

た。応募作品のなかから図画で町長賞に岡田康
こ う き

希くん（川角

小6年）、教育長賞に大森麻
ま い こ

衣子さん（泉野小5年）、書写で

町長賞に中島凪
な ぎ さ

沙さん（川角中2年）、教育長賞に藤野桃
も も か

果

さん（川角小4年）の合計4点が選ばれました。なお、この事

業は今後も継続して行われる予定です。

秋のイベント

歴史や民俗芸能の魅力を堪能！
　　―第 5 回歴史民俗資料館まつり―

広がる！　交流の輪
　　　―交換留学生の表敬訪問―

小・中学生が図画と書写の作品で交流
　　　　―友情都市木城町との作品交流事業―

プロの技を伝授！　

　　　 ―名球会メモリアルカップ―

優　勝　若松ブルーウイングス

準優勝　毛呂山オリオンズ　

第３位　上福岡第五クラブ

　　　　妻沼ホーマーズ　

優　勝　藤少年野球クラブ　　

準優勝　狭山バッファローズ　

第３位　上福岡ジュピターズ　

　　　　鶴ヶ島エンゼルス

●●●大会結果●●●

本大会 ジュニア
大会

左から岡田くん、大森さん、中島さん、藤野さん
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　11月23日、『第11回もろやまゆずの里ウォー

ク』が開催され、約1,900人が参加しました。当日

は、快晴に恵まれ、絶好のハイキング日和となりまし

た。参加者は、色づいたゆずや紅葉に染まった里山を

眺めながらそれぞれのペースで歩き、ゆずの里ウォー

クを楽しんでいました。

さわやかな秋晴れの空の下で！　

　　　－第 11 回もろやまゆずの里ウォーク－

　休憩所の桂
かつらぎ

木観音では、ゆず湯のサービスが行われ参加者は景

色を眺めながら一息をついていました。また、ゆずの里オート

キャンプ場では、ゆず湯のサービスのほか地元の事業者などによ

る出店が行われ、毛呂山町の特産品や味噌おでん、豚汁、焼きそ

ばなどが販売され、参加者は思い思いの場所で昼食を取っていま

した。午後３時ごろには、ほとんどの参加者がゴールをし、完歩

賞のゆずを笑顔でもらっていました。

　11月23日に毛呂本郷いちょう広場（埼玉縣信用金

庫毛呂山支店前の駐車場）で、『第２回ゆずの里商店

街秋祭り』が開催されました。会場では、願
がんまとう

的当て大

会やオカリナ演奏、アコーディオン演奏、カラオケ、

マジックショーなどが行われ、賑わいを見せていまし

た。秋祭りの最後に行われたビンゴゲームでは、豪華

な商品が用意されていたため、会場は、大勢の人が詰

めかけ、大変な盛り上がりを見せていました。

ビンゴゲームに大盛り上がり　

　　　―第２回ゆずの里商店街秋祭り―
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　11月7日、福祉会館で『第36回毛呂山町音楽

祭』が開催されました。当日は、小学生やサークル

など12団体が出場し、日ごろの練習成果を披露し

ました。会場内には、美しいハーモニーが響きわた

り、観客席からは大きな拍手が沸き起こっていまし

た。楽曲のなかには観客が参加できる曲もあり、皆

で一緒に合唱するなど、参加者も芸術の秋を楽しん

だ日になりました。

　11月8日、泉野小学校で『西入間支部・消防署

連合特別点検』が開催されました。当日は、小沢管

理者などによる毛呂山町、鳩山町、越生町の各消防

団と西入間広域消防組合の人員、服装、規律の点検

および機械器具の点検が行われました。消防団の規

律のとれた動作や機械器具を素早く点検する動作な

どから日ごろの訓練の成果をうかがうことができま

した。

規律のとれた動作を示す！
　　　　　 ―連合特別点検―

日ごろの練習の成果を披露！
　　　―第 36 回毛呂山町音楽祭―

　11月22日、『第10回鎌北湖紅葉ま

つり』が開催されました。今年も3人の

ゆず娘をモデルに撮影会が行われ、町

内だけでなく町外からも多くのカメラ

マンが詰めかけ、写真撮影を行ってい

ました。

　また、鎌北湖畔において行われた鎌

北湖クイズウォークにもたくさんの人

が参加していました。

　当日は、あいにくの曇り空で気温も低い日になってしまいました

が、サービスで用意されたからみもちのほか、ゆずの里工房が用意

したけんちん汁や毛呂山町柚子研究会と鎌北直売所で用意したゆず

湯に長い列ができ、暖をとりながら、ゆず娘や鎌北湖の紅葉を熱心

にカメラに収めていました。

秋のイベント

美しく色づいた紅葉を眺めながら！　

　　　　　―第 10 回鎌北湖紅葉まつり―
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『 

あ
い
さ
つ
を
す
る　
　
　
　
　
　

　
　
　

時
刻
・
時
間
を
守
る　
　
　

 

　
　
　
　
　

人
の
話
を
よ
く
聞
く
』

　
　
　

（
生
徒
指
導
年
間
３
大
目
標
）

　

光
山
小
で
は
、「
知
・
徳
・
体
」

の
力
を
ど
の
児
童
に
も
バ
ラ
ン
ス
よ

く
身
に
つ
け
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
目

指
し
、
そ
れ
ら
の
基
盤
と
な
る
力
を

重
点
化
し
、
右
の
よ
う
に
平
易
で
具

体
的
な
目
標
に
置
き
換
え
て
学
校
生

活
の
３
大
目
標
と
し
て
定
め
、
全
校

を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

二
学
期
制
の
導
入
で
得
ら
れ
た

「
ゆ
っ
く
り
」
と
し
た
時
間
の
な
か

で
の
、「
じ
っ
く
り
」
と
し
た
学
び
。

　

「
知
・
徳
・
体
」
の
基
盤
と
な
る

力
は
、
こ
う
し
た
繰
り
返
し
可
能
な

丁
寧
な
指
導
に
よ
っ
て
よ
り
よ
く
育

は
ぐ
く

ま
れ
ま
す
。

　

学
校
二
学
期
制
が
始
ま
り
３
年
。

光
山
小
で
は
こ
の
制
度
の
持
つ
よ
さ

を
一
層
理
解
し
、
折
々
の
子
ど
も
た

ち
の
学
び
の
な
か
で
、
こ
の
制
度
の

趣
旨
が
大
い
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
さ

ら
に
工
夫
・
改
善
し
、
努
力
し
続
け

て
い
き
ま
す
。

　

本
校
で
は
今
年
度
か
ら
国
語
科
に

お
け
る
読
解
力
を
高
め
る
指
導
法
の

工
夫
・
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

７
月
よ
り
指
導
者
を
招

し
ょ
う
へ
い

聘
し
、
学

校
を
挙
げ
て
の
研
修
が
始
ま
り
ま
し

た
。

　

９
月
か
ら
は
全
学
年
で
視し

し
ゃ写

に
取

り
組
み
、
３
年
生
以
上
の
学
年
で
は
、

辞
書
引
き
学
習
に
も
積
極
的
に
取
り

組
み
始
め
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
10
月
か
ら
は
、
児
童
の
読

解
力
を
高
め
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
、

授
業
研
究
会
が
始
ま
り
来
年
１
月
ま

で
全
学
年
で
計
画
的
に
実
施
し
て
い

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

光
山
小
の
子
ど
も
た
ち
は
い
つ
も

元
気
で
学
校
が
大
好
き
で
す
。
今
年

度
も
、「
不
登
校
児
童
・
ゼ
ロ
」
を

継
続
中
で
す
。
秋
に
は
、
運
動
会
や

音
楽
会
、
持
久
走
大
会
な
ど
力
を
合

わ
せ
て
学
年
や
学
級
全
員
で
乗
り
越

え
る
べ
き
行
事
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

し
た
。
友
達
を
思
い
や
り
支
え
合
う

な
か
で
、
互
い
の
絆
を
さ
ら
に
深
め

て
い
ま
す
。

　

光
山
小
は
、
保
護
者
や
地
域
の
皆

さ
ん
に
支
え
ら
れ
、
日
ご
ろ
の
教
育

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
後
期
よ
り

こ
れ
ま
で
あ
っ
た
様
ざ
ま
な
教
育
支

援
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
を
「
学
校
応
援
団
」

と
し
て
一
つ
に
統
合
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
ご
期
待
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
、
教
職
員
一
同
、
こ
れ
か
ら
も

全
力
で
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

光山小学校

学校応援団（家庭科ミシン）の支援

授業研究会・１年生国語

６段ピラミッド完成

くすの木朝会（月目標の発表）

382人の宝の子たちが学ぶ

　ひまわりの学校

子
ど
も
を
伸
ば
す
基
盤
と

な
る
力
を
育
成
す
る

「
不
登
校
児
童
・
ゼ
ロ
」
継
続
中

「
確
か
な
学
力
」
を
育
て
る

　
（
読
解
力
を
高
め
る
国
語
科
の
指
導
）熱心に学ぶ先生たち

光
山
小
「
学
校
応
援
団
」
が
発
足
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毎週月曜日、
1月1日（祝）～1月4日（月）

毎週日･月曜日、　1月1日（祝）～１月4日（月）

■遊びにおいでよ！　ぴょんぴょん広場

■子ども映画会 ■おはなし会

図書館へ行こう

児童館へ行こう ℡(295)4111 　1月の休館日

ぼくらのキャンパス

■本の紹介

貸出点数（貸出期限）
　図書・雑誌・紙芝居など／１人10点まで（3週間）
　ビデオ・ＣＤ・ＤＶＤ・カセット／１人3点まで（1週間）

1月の休館日 331　光山小学校

℡(295)1015

■おやじ広場　～どら焼き作り～　

日　時　1月13日（水）、20日（水）
　　　　午前10時30分～11時30分
対　象　2歳からの子とその保護者
内　容　体操・工作など（申込み不要）
持ち物　親子とも上履き

日 時　1月9日（土）
　　　 午後2時～3時
定 員　先着50人
内 容　
　「学校の怪談
　　恐怖の学校編」

日 時　1月23日（土）
　　　 午後2時～2時30分
内 容　おはなし、絵本の読み
聞かせ、紙芝居など
対 象　1歳から小学生まで。
小さなお子さんは、保護者
同伴でご参加ください。

日　時　1月16日（土）
　　　　午前10時～11時30分
対　象　幼児・小学生とそのお父さん
費　用　１人200円
定　員　先着10組
申込み　１月5日（火）から、児童館に費用を添えて
　　　　お申し込みください。

６年　落合　翔
しょうた

太くん
「さっそうと走る

　　　　少年と白馬」

「走りぬける馬」

「ウサギを育てる

　　　飼育委員たち」

6年　遠山友
ゆ み こ

美子さん

3年　菅
か ん の

野早
さ き こ

希子さん

■「幼児クラブ」に参加しませんか？

　遊びを中心としたなかで、子どもの社会性とお母さ
んとの触れあいを深め、親同士の交流を目的とした教
室です。
期　日　火曜コース／1月26日（火）から毎週火曜日
　　　　　　　　　　（全7回）
　　　　木曜コース／1月28日（木）から毎週木曜日
　　　　　　　　　　（全7回）
時　間　午前10時15分～11時30分
定　員　各コースとも先着15組
場　所　児童館
対　象　3・4歳児（平成17年4月2日～平成19年4月1
日生れの子とその母親）
内　容　体操・お絵かき・工作など
申込み　1月8日（金）午前9時から児童館または電話
でお申し込みください。
　※申込みは1人1組までとさせていただきます。

『引き出しの中のラブレター』
新堂冬樹／著
河出書房新社／出版　

「誰　　　 にでも、伝えたかった
のに、伝えられなかった想いが
ある。結婚と仕事の間で苦悩するラジオパーソナ
リティー真生に届いた１通の手紙とは？　ラジオ
を通じて真生の声が、人びとの心の引き出しのな
かに眠っていたものを揺り動かす。思いを伝える
ことの大切さを描く、感動作です」
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出
雲
伊
波
比
神
社
流や

ぶ
さ
め

鏑
馬
祭
り
の
日
、

大
き
な
一
対
の
幟の

ぼ
りが

建
て
ら
れ
ま
す
。
こ

の
幟
は
明
治
23
年
（
１
８
９
０
）
10
月
の

銘め
い

が
あ
り
、勝か

つ

海か
い
し
ゅ
う

舟
の
筆
で
あ
る
と
さ
れ
、

同
社
の
貴
重
な
文
化
財
と
し
て
平
成
21
年

３
月
27
日
、
毛
呂
山
町
指
定
文
化
財
と
な

り
ま
し
た
。

　

勝
海
舟
は
、
文ぶ

ん
せ
い政

６
年
（
１
８
２
３
）、

現
在
の
東
京
都
墨す

み
だ田
区
に
あ
る
旗は

た
も
と本
勝
家

に
生
ま
れ
、
20
代
の
こ
ろ
、
蘭ら

ん
が
く
し
ゃ

学
者
佐
久

間
象し

ょ
う
ざ
ん山と
出
会
い
、
象
山
の
勧
め
も
あ
っ

て
西
洋
兵
学
を
学
び
ま
し
た
。
嘉か

え
い永
６
年

（
１
８
５
３
）、
ペ
リ
ー
来
航
の
開
国
要
求

に
あ
た
っ
て
海
防
に
関
す
る
意
見
書
を
幕

府
に
提
出
し
、
こ
れ
が
き
っ
か
け
で
勝
は

幕
府
の
役
人
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、咸か

ん
り
ん
ま
る

臨
丸
に
乗
船
し
て
渡
米
し
、

帰
国
後
は
軍ぐ

ん
か
ん艦
奉ぶ

ぎ
ょ
う行
に
就
任
し
ま
す
。
そ

の
功
績
か
ら
明
治
元
年
（
１
８
６
８
）、

官か
ん
ぐ
ん軍

の
東と

う
せ
い征

が
始
ま
る
と
、
幕
府
は
勝
を

登
用
し
、
軍
事
総
裁
と
し
て
幕
府
方
を
代

表
す
る
役
を
与
え
ま
し
た
。
官
軍
が
駿す

ん
ぷ府

城
に
ま
で
至
る
と
、
勝
は
早
期
停
戦
と

江
戸
城
無む

け
つ
か
い
じ
ょ
う

血
開
城
を
主
張
し
、
歴
史
的
な

和
平
交
渉
を
開
始
し
ま
す
。
ま
ず
事
前
に

山
岡
鉄て

っ
し
ゅ
う
舟
を
駿
府
の
西
郷
隆
盛
と
交
渉
さ

せ
、
江
戸
城
総
攻
撃
予
定
直
前
に
勝
と
西

郷
が
会
談
し
、
江
戸
城
開
城
の
交
渉
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
江
戸
城
は
無
血

開
城
さ
れ
、
徳
川
家
は
水
戸
へ
謹き

ん
し
ん慎

と
い

う
処
遇
に
と
ど
ま
り
、
江
戸
も
焦し

ょ
う
ど土

と
な

ら
ず
に
済
ん
だ
の
で
す
。

　

毛
呂
山
町
に
残
さ
れ
て
い
る
二に

ふ
く幅

の

幟
に
は
そ
れ
ぞ
れ
「
鎮
守　

御
祭
礼　

長
瀬
氏
子
中
」「
鎮
守　

御
祭
礼　

明
治

二
十
三
年
十
月
海
舟
勝
安
芳
」
と
し
た
た

め
ら
れ
、勝
の
署
名
の
後
に
「
勝
安
芳
印
」

と
「
海
舟
」
と
い
う
朱し

ゅ

の
書
き
判
が
印
さ

れ
て
い
ま
す
。
伝
承
に
よ
れ
ば
、
山
岡
鉄

舟
と
勝
海
舟
の
二
人
が
出
雲
伊
波
比
神
社

の
社
務
所
に
宿
泊
し
た
際
、
長
瀬
地
区
の

氏う
じ
こ子

た
ち
に
請こ

わ
れ
て
勝
が
墨ぼ

く
し
ょ書

し
た
も

の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

勝
は
、明
治
32
年
（
１
８
９
９
）
１
月
、

76
歳
で
そ
の
生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
が
、
晩

年
、
多
く
の
人
び
と
に
要
請
さ
れ
多
数
の

書
を
残
し
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
こ
の
幟
も

67
歳
で
な
お
気き

が
い概
溢あ

ふ

れ
る
勝
の
雄ゆ

う
ひ
つ筆
を
伝

え
る
も
の
で
す
。

今年の流鏑馬祭リで
立てられた幟

出
いずも

雲伊
い わ い

波比神社の
　　　　勝

かつかいしゅう

海舟の幟
のぼり

新規指定文化財紹介

始まっています　地域内交流！

ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
「
総
庭
す
み
れ
会
」

「
お
互
い
が
住
み
や
す
い
団
地
」
の
た
め
の
潤
滑
油
と
し
て
�

　

総
庭
団
地
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン

「
総
庭
す
み
れ
会
」
の
活
動
は
、
毎
月
１

回
行
わ
れ
て
い
る
。
活
動
時
は
、
参
加
者

に
も
役
員
に
も
常
に
笑
顔
が
絶
え
な
い
。

和
気
あ
い
あ
い
の
雰
囲
気
の
な
か
、
活
動

が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

「
総
庭
す
み
れ
会
」
が
活
動
を
は
じ
め

て
か
ら
、
す
で
に
７
年
以
上
も
経
過
し
て

い
る
。
し
か
も
常
に
25
人
以
上
の
人
が
参

加
を
し
て
い
る
と
い
う
か
ら
驚
き
だ
。
す

み
れ
会
は
団
地
自
治
会
の
な
か
に
福
祉
委

員
を
組
織
し
て
、
運
営
に
あ
た
っ
て
い
る
。

体
制
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
の
が
長
く
続

け
て
こ
ら
れ
た
要
因
の
ひ
と
つ
だ
。
し
か

し
長
く
続
け
て
こ
ら
れ
た
本
当
の
秘ひ

訣け
つ

は

「
役
員
も
参
加
者
も
強
制
的
に
出
席
を
求

め
て
い
な
い
ん
で
す
。
で
も
楽
し
い
か
ら

自
然
と
人
が
集
ま
る
。
『
楽
し
く
、
明
る

く
、
仲
良
く
』
が
す
み
れ
会
の
方
針
な
ん

で
す
」
と
会
長
の
村
山
さ
ん
は
会
に
参
加

す
る
こ
と
の

楽
し
さ
を
強

調
し
た
。

　

「
大
人
で

も
子
ど
も
で

も
、
参
加
を

す
る
皆
が
平

等
に
、
一
緒

に
な
っ
て
楽

し
め
る
よ
う
に
心
が
け
て
企
画
を
し
て
い

る
ん
で
す
」
と
役
員
の
鈴
木
さ
ん
は
話
し

て
く
れ
た
。
絵
、
歌
、
手
芸
、
料
理
、
写

真
と
そ
の
活
動
内
容
は
、
多た

き岐
に
わ
た
っ

て
い
る
。
そ
の
都
度
団
地
内
在
住
の
人
が

講
師
に
な
っ
て
、
皆
と
楽
し
み
な
が
ら
活

動
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
活
動
で

作
ら
れ
た
作
品
や
団
地
在
住
の
人
が
個
々

に
作
っ
た
作
品
を
一
堂
に
集
め
て
年
に
１

回
「
作
品
展
」
を
開
く
。
「
す
み
れ
会
の

活
動
作
品
だ
け
で
な
く
、
団
地
内
の
様
ざ

ま
な
趣
味
を
も
っ
た
人
も
参
加
が
で
き
る

作
品
展
を
開
け
ば
、
各
々
の
や
り
が
い
に

つ
な
が
る
と
思
う
ん
で
す
」
と
役
員
の
浅

田
さ
ん
は
語
っ
て
く
れ
た
。

　

す
み
れ
会
の
活
動
を
通
じ
て
団
地
内
の

住
人
が
自
然
と
仲
良
く
な
っ
て
い
っ
た
と

い
う
。
す
み
れ
会
の
活
動
が
団
地
内
の
住

人
に
共
通
の
話
題
を
提
供
し
、
自
然
と
会

話
が
で
き
る
基
礎
を
作
っ
て
い
る
。
隣
近

所
が
以
前
よ
り
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
の
話
も
あ
る
そ
う
だ
。
「
更

に
多
く
の
人
に
参
加
を
し
て
も
ら
っ
て
、

団
地
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
輪
が

広
が
れ
ば
、
も
っ
と
住
み
や
す
い
団
地
に

な
っ
て
い
く
と
思
う
ん
で
す
」
と
役
員
の

長
谷
川
さ
ん
が
語
っ
て
く
れ
た
。
こ
れ
か

ら
も
す
み
れ
会
は
、
団
地
内
の
笑
顔
の
源

と
し
て
続
け
ら
れ
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

　　年に１回の作品展の様子
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施　設　名 電話番号
12 月 1 月

25日金 26日土 27日日 28日月 29日火 30日水 31日木 1日金 2日土 3日日 4日月 5日火 6日水 7日木

役 場 ｔ(295)2112 ○ ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○

児 童 館 ｔ(295)4111 ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○

福 祉 会 館 ｔ(295)3111 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○

山 根 荘 ｔ(294)5545 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○

保 健 セ ン タ ー ｔ(294)5511 ○ ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○

総 合 公 園 ｔ(294)7101 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○

中 央 公 民 館 ｔ(294)1250 ○ ○ ○ 注○ ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○

東 公 民 館 ｔ(295)2277 ○ ○ ○ 注○ ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○

図 書 館 ｔ(295)1015 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○

歴史民俗資料館 ｔ(295)8282 ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○

教 育 セ ン タ ー ｔ(295)0622 ○ ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○

デイサービスセンター ｔ(276)7977 ○ ○ ● ○ ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○

公共下水道組合 ｔ(294)9333 ○ ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○

公 共 施 設
年末年始の業務案内

◆ 年末年始の業務内容一覧表 ◆
※●印は休業日

※休業中のお問い合わせや戸籍などの届け出は、役場ｔ (295)2112 で受け付けています。
（注）利用できませんが、利用申込書の提出は受け付けています。

年
末
年
始
の
ご
み･

資
源
の

　
　
　
　
　

収
集･

搬
入
受
付

　

年
末
年
始
の
高
倉
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
と
川
角
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の

業
務
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
収
集

休
業
日　

12
月
31
日
木
～
１
月
３
日
日

◆
搬
入
受
付

　

12
月
30
日
水
ま
で
ご
み
の
受
け
入

れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
施

設
へ
の
持
ち
込
み
車
両
が
増
え
る
と

施
設
内
が
混
雑
し
、
収
集
時
間
の
遅

れ
を
引
き
起
こ
し
た
り
、
施
設
周
辺

の
交
通
混
雑
や
地
域
の
環
境
悪
化
に

つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
粗
大
ご
み
以

外
は
そ
れ
ぞ
れ
の
収
集
日
に
地
域
の

集
積
所
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た

年
末
は
毎
年
、
ご
み
の
搬
入
車
両
で

大
変
混
み
あ
い
ま
す
の
で
、
計
画
的

な
ご
み
搬
入
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

な
お
、
ご
み
の
搬
入
に
つ
い
て
は
、

委
託
収
集
車
両
を
優
先
し
ま
す
。

年
末
の
受
付
最
終
日
時

　

12
月
30
日
水
午
後
４
時
ま
で

年
始
の
受
付
開
始
日
時

　

１
月
４
日
月
午
前
８
時
30
分
か
ら

粗
大
ご
み
の
電
話
予
約
の
受
付

　

ｔ
２
７
２―

３
３
４
４

・
年
末
の
受
付
最
終
日
時
／
12
月
28 

日
月
午
後
４
時
ま
で

・
年
始
の
受
付
開
始
日
時
／
１
月
４

日
月
午
前
８
時
30
分
か
ら

※
粗
大
ご
み
の
引
き
取
り
は
、
年
末

に
か
け
て
、
非
常
に
多
く
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
確
実
な
引
き
取

り
を
行
う
た
め
に
、
早
め
の
予
約
を

お
願
い
し
ま
す
。

問　

高
倉
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ｔ
２

　

７
１―

１
５
０
０
、
川
角
リ
サ
イ

　

ク
ル
プ
ラ
ザ
ｔ
２
９
４―

４
１
１

　

５
坂
戸
地
区
衛
生
組
合
の

　
　
　

年
末
年
始
の
業
務

年
末
の
業
務
最
終
日
時

　

12
月
29
日
火
午
前
８
時
45
分
～
午

後
０
時
15
分
、
午
後
０
時
45
分
～
４

時
40
分
ま
で

年
始
の
業
務
開
始
日
時

　

１
月
４
日
月
午
前
８
時
45
分
か
ら

問　

坂
戸
地
区
衛
生
組
合
（
坂
戸
市
上

    

吉
田
６
５
１―

１
）
ｔ
２
８
３―

    

３
５
６
１

広
域
静せ

い
え
ん苑
組
合
越
生
斎
場
の

　
　
　
　
　

年
末
年
始
の
業
務

休
業
日　

12
月
31
日
木
～
１
月
３
日

　

日
、
１
月
６
日
水

火
葬
の
予
約
受
付　

年
中
無
休
で
、

　

電
話
で
受
付
を
行
い
ま
す
（
受

　

付
時
間
／
午
前
８
時
30
分
～
午

　

後
５
時
）
。

問　

広
域
静
苑
組
合
越
生
斎
場

　

（
越
生
町
鹿
下
３
３
８―

６
）

　

ｔ
２
９
２―

５
９
５
５
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■中央公民館	 ｔ (294)1250

■東公民館	 ｔ (295)2277

■歴史民俗資料館	 ｔ (295)8282

	 ｆ (295)8297

■総合公園体育館	 ｔ (294)7179

■福祉会館(社会福祉協議会)	ｔ (295)3111

	 ｆ (295)7258

■保健センター	 ｔ (294)5511

休日納税窓口　1月30日(土)・31日(日)

　　　　　　　午前９時～午後３時

夜間納税窓口　1月29日(金)午後８時まで	

場・問　税務課納税係ｔ内線193・194

毎月末の土・日曜日は
納税・納入窓口を開設しています

㊐･････日　時　　場･････場　所

定･････定　員　　対･････対象者

料･････料金・費用

申･････申込み　　問･････問合せ先

ｔ･････電話番号

ｆ･････ファクス番号

ｅ･････電子メールアドレス

ｈ･････ホームページアドレス

公共施設電話案内

毛呂山町役場
　ｔ（２９５）２１１２
　ｆ（２９５）０７７１

休日納入窓口　1月30日(土)・31日(日)　　

　　　　　　　午前９時～午後３時

内容　保険料の納入、口座振替の申込み（通

帳と銀行届出印が必要）、納入相談

場・問　高齢者支援課保険料係

　ｔ内線１５８・１５９

税金

・長寿医療（後期高齢者医療）保険料
 介護保険料

会
場　

各
通
学
区
の
小
・
中
学
校

※
対
象
者
に
は
１
月
中
に
通
知
し

ま
す
。　

問　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
学

務
係
ｔ
内
線
５
３
１

　

農
林
水
産
省
で
は
、
平
成
22
年

２
月
１
日
現
在
で
、
「
２
０
１
０

年
世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」
を
実

施
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
我
が

国
の
農
林
業
・
農
山
村
地
域
の
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
最
も
基
本
的

な
調
査
で
す
。

　

１
月
中
旬
か
ら
調
査
員
が
農
林

業
関
係
者
の
皆
さ
ん
を
訪
問
し
て
、

調
査
票
に
農
林
業
の
経
営
状
況
な

ど
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
事
項
に

つ
い
て
は
、
統
計
以
外
の
目
的
に

　

平
成
20
年
度
か
ら
、
住
宅
ロ
ー

ン
減
税
で
所
得
税
か
ら
控
除
し
き

れ
な
い
金
額
が
あ
る
場
合
に
は
、

住
民
税
の
住
宅
借
入
金
等
特
別
税

額
控
除
申
告
書
を
毎
年
市
町
村
へ

提
出
（
平
成
11
年
か
ら
平
成
18
年

入
居
者
に
限
る
）
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
税
法
改
正
に
よ
り
勤

務
先
で
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

の
年
末
調
整
を
さ
れ
た
人
に
つ
い

て
は
、
申
告
書
の
提
出
が
不
要
に

な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
勤
務
先
で
年
末
調
整
を

し
な
い
人
や
自
営
業
者
な
ど
の
人

は
、
確
定
申
告
を
行
う
こ
と
で
住

民
税
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

問　

役
場
税
務
課
町
民
税
課
税
係

　

ｔ
内
線
１
９
５
・
１
９
６

　

平
成
22
年
４
月
に
町
内
公
立

小
・
中
学
校
に
入
学
予
定
の
お
子

さ
ん
の
保
護
者
を
対
象
に
、
入
学

説
明
会
を
行
い
ま
す
。

は
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　

役
場
企
画
財
政
課
企
画
係
ｔ

内
線
３
２
３

～
国
民
年
金
保
険
料
の
学
生
納
付

特
例
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？
～

　

20
歳
以
上
の
人
は
、
学
生
で
あ

っ
て
も
国
民
年
金
に
加
入
を
し
、

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

経
済
的
に
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
困
難
な
人
の
た
め
に
、
後
払

い
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
学
生
納

付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

一
度
、
申
請
し
て
承
認
を
受
け

た
場
合
で
も
、
年
度
ご
と
に
毎
年

申
請
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
申

請
が
遅
れ
る
と
、
障
害
年
金
な
ど

が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
も
あ

学校名 入学説明会日時 受付時間

毛呂山小学校 2 月 12 日金 13:50 13:30 ～ 13:50

川 角 小 学 校 2 月　９日火 14:00 13:45 ～ 14:00

光 山 小 学 校 2 月 12 日金 13:20 13:00 ～ 13:20

泉 野 小 学 校 2 月　９日火 13:40 13:20 ～ 13:40

毛呂山中学校 2 月 16 日火 15:30 15:00 ～ 15:30

川 角 中 学 校 2 月　２日火 14:30 14:10 ～ 14:30

◆小・中学校入学説明会日程表◆

住
民
税
の
住
宅
借
入
金
等
特
別

税
額
控
除
の
申
告
に
つ
い
て

農
林
業
関
係
者
の
皆
さ
ん
へ

統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

町
立
小
・
中
学
校
の
入
学

説
明
会
を
行
い
ま
す

学
生
の
み
な
さ
ん
へ
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山根荘趣味の会
　　　   の定例行事1 月

1 月の休館日
 １日 ２日 ３日 ４日 ５日
 ６日 ９日10日11日16日
17日23日24日30日31日

ゲートボール 25日　

ペ タ ン ク 18日

声 を 出 す 会 20日

謡 寿 会 12日26日

民 踊 同 好 会 25日

俳 句 の 会
 ８日22日【季語  初明り（は
つあかり）雑煮（ぞうに）】

囲碁・将棋の会
 ８日13日15日20日22日
27日29日

お 茶 の 会 15日29日

茜 会（ お 花 ）25日

ダンス同好会  ８日15日22日

ぎんれい会 ( 大正琴 ) 15日29日

三味線・民謡の会  ７日14日

手 芸 の 会 13日27日

カ ラ オ ケ 同 好 会 18日(年金受給者協会)29日

吟 友 会 13日27日

書 道 の 会 13日27日

舞 わ か ば 会 13日27日

フ ォ ー ク ダ ン ス (ＦＤカトレア)８日22日

楓 会 14日

押 し 花 の 会 15日

光 華 の 会 25日

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の　

平
成
21

年
度
の
学
生
証
（
コ
ピ
ー
可
）、

年
金
手
帳
、
印
鑑

※
前
年
に
所
得
が
あ
る
人
は
源
泉

徴
収
票
や
確
定
申
告
書
の
写
し
な

ど問　

役
場
住
民
課
国
保
年
金
係
ｔ

内
線
１
２
７
・
１
２
８

　

消
防
団
で
は
、
地
域
に
根
ざ
し

た
消
防
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、

住
民
参
加
型
の
出
初
式
を
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。
ご
家
族
そ

ろ
っ
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
消
防
団
員
を
招
集
す
る

た
め
、
サ
イ
レ
ン
を
午
前
６
時
に

吹す
い
め
い鳴

し
ま
す
の
で
、
火
災
と
お
間

違
え
に
な
ら
な
い
よ
う
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

㊐　

１
月
10
日
日
午
前
９
時
～
11

校
な
ど
に
在
学
す
る
平
成
３
年

４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
交

通
遺
児
な
ど
で
、
左
記
の
表
に

掲
げ
る
世
帯
に
属
す
る
人

給
付
額　

遺
児
１
人
に
つ
き
年
額

10
万
円

給
付
時
期　

平
成
22
年
４
月
下
旬

に
給
付
（
給
付
日
は
未
定
）

申
請
書
類　

役
場
、
学
校
な
ど
に

あ
る
「
交
通
遺
児
援
護
金
の
し

お
り
」
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限
お
よ
び
提
出
先　

２
月

　

１
日
月
ま
で
に
み
ず
ほ
信
託
銀

　

行
浦
和
支
店
（
〒
３
３
０―

０

　

０
６
２
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
仲

町
１―

４―

９
）
に
郵
送
ま
た

は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

埼
玉
県
交
通
安
全
対
策
協
議

会
（
埼
玉
県
交
通
安
全
課
内
）

ｔ
０
４
８―

８
３
０―

２
９
５

　

８

　

社
会
保
険
庁
が
廃
止
さ
れ
、
新

た
に
「
日
本
年
金
機
構
」
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

現
在
の
社
会
保
険
事
務
所
は

「
年
金
事
務
所
」
と
名
称
が
変
わ

り
、
年
金
相
談
な
ど
の
窓
口
と
し

て
引
き
続
き
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。

問　

日
本
年
金
機
構
川
越
年
金
事

　

務
所
ｔ
２
４
２―

２
２
９
１
、

　

役
場
住
民
課
国
保
年
金
係
ｔ
内

　

線
１
２
８

　　

交通遺児
等の人数

同居世帯の
総所得額

１人 274 万円以下

２人 312 万円以下

３人 350 万円以下

４人 388 万円以下

５人以上 426 万円以下

給付対象遺児

時
30
分

場　

越
生
町
中
央
公
民
館
駐
車
場

イ
ベ
ン
ト
内
容　

消
防
車
搭
乗
体

験
、
起
震
車
体
験
、
模
擬
店
（
焼

き
そ
ば
、
豚
汁
な
ど
の
無
料
配

布
）
な
ど

※
雨
天
の
場
合
は
、
越
生
小
学
校

体
育
館
に
お
い
て
、
式
典
お
よ
び

模
擬
店
の
み
実
施
し
ま
す
。

問　

西
入
間
広
域
消
防
組
合
消

防
本
部
総
務
課
警
防
担
当
ｔ

２
９
５―

０
１
５
４

　

埼
玉
県
交
通
安
全
対
策
協
議
会

で
は
、
埼
玉
県
内
に
在
住
す
る
交

通
遺
児
な
ど
を
対
象
に
、
援
護
金

を
給
付
し
て
い
ま
す
。

給
付
対
象
遺
児　

埼
玉
県
内
に
在

住
す
る
乳
幼
児
な
ら
び
に
小
・

中
・
高
等
学
校
お
よ
び
各
種
学

平
成
22
年
消
防
団
出で

ぞ
め
し
き

初
式

交
通
遺
児
等
援
護
金
に
つ

い
て

「
日
本
年
金
機
構
」
が
来
年

１
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
�

リサイクル情報
●ゆずりたい品物

・五月人形一式（有料）、パイプベッド

（折りたたみ）（無料）、フィットネス

マシン（無料）

●ゆずってほしい品物

・テレビ（小型）、スキーウェア（男性用）
　紹介したい品物がありましたら、お気軽
にお申し込みください。また、交渉が成立
した場合には、必ずご連絡ください。
掲載期間　３か月

申・問　産業振興課商工観光係ｔ内線 175

　山根荘は、町内在住で 60 歳以上の人でし

たら、どなたでも無料でご利用になれます。

※行事日程などについては、都合により変更

する場合があります。

※上記の趣味の会に入会を希望する人は、次

のところまでご連絡ください。

問　老人福祉センター山根荘ｔ（２９４）５５４５

毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771
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【
生
徒
指
導
支
援
員
】

職
務
内
容　

小
・
中
学
校
で
の
不

登
校
な
ど
の
児
童
・
生
徒
へ
の

支
援
お
よ
び
授
業
支
援

募
集
人
員　

８
人
程
度

応
募
資
格　

児
童
・
生
徒
の
健
全

育
成
に
対
し
て
、
幅
広
い
見
識

の
あ
る
人

勤
務
日
数　

１
８
５
日
（
年
間
）

勤
務
時
間　

月
曜
日
～
金
曜
日

（
５
時
間
／
日
）

賃
金　

時
給
１
０
０
０
円

【
教
科
指
導
支
援
員
】

職
務
内
容　

小
・
中
学
校
で
の
授

業
支
援

募
集
人
員　

14
人
程
度

応
募
資
格　

小
・
中
学
校
に
お
い

て
、
と
く
に
、
国
語
、
算
数
・

数
学
、
英
語
の
指
導
が
可
能
な

人
（
小
学
校
教
員
免
許
、
中
学

校
教
員
免
許
所
有
者
お
よ
び
取

得
見
込
者
）

勤
務
日
数　

１
８
５
日
（
年
間
）

勤
務
時
間　

月
曜
日
～
金
曜
日

（
７
時
間
45
分
／
日
）

賃
金　

時
給
１
３
０
０
円
（
社
会

保
険
有
り
）

【
不
登
校
相
談
員
】

職
務
内
容　

児
童
・
生
徒
と
の
交

流
を
通
し
て
行
う
相
談
援
助
な

ど
募
集
人
員　

４
人

応
募
資
格　

児
童
・
生
徒
の
健
全

育
成
に
対
し
、
幅
広
い
見
識
の

あ
る
人

勤
務
日
数　

①
２
１
０
日
（
年
間
）、

②
１
０
０
日
（
年
間
）

勤
務
時
間　

月
曜
日
～
金
曜
日

　

（
５
時
間
／
日
）

賃
金　

時
給
１
０
０
０
円

【
共
通
事
項
】

採
用
予
定
日　

４
月
１
日
木

応
募
方
法　

１
月
29
日
金
ま
で
に
、

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
に
希
望

職
種
を
明
記
し
、
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

選
考
方
法　

面
接
試
験
を
実
施
し

選
考
し
ま
す
。

問　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
ｔ

内
線
５
３
２

※
職
種
内
容
・
人
数
に
は
、
変
更

が
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

職
種　

看
護
職
員
（
利
用
者
の
健

康
管
理
な
ど
）

勤
務
日
時　

月
～
土
曜
日
（
週
２

日
）
午
前
９
時
15
分
～
午
後
４

時
30
分

勤
務
場
所　

毛
呂
山
町
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

応
募
資
格　

看
護
師
ま
た
は
准
看

護
師
の
資
格
を
有
す
る
人
（
要

普
通
自
動
車
免
許
）

募
集
人
員　

１
人

賃
金　

時
給
１
４
０
０
円

採
用
予
定
日　

１
月
中
旬

応
募
方
法　

１
月
８
日
金
ま
で
に

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
お
よ
び

資
格
証
明
書
の
写
し
を
社
会
福

祉
協
議
会
（
福
祉
会
館
内
）
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

毛
呂
山
町
社
会
福
祉
協
議
会

ｔ
２
９
５
─
３
１
１
１

～
高
齢
期
こ
そ

　
　
　
　
　

運
動
が
大
切
で
す
～

　

ぜ
ひ
こ
の
教
室
に
参
加
し
て
、

専
門
の
指
導
員
に
よ
る
運
動
方
法

を
身
に
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

対　

65
歳
以
上
で
医
師
よ
り
運
動

制
限
の
指
示
の
な
い
人

内
容　

専
門
の
指
導
員
に
よ
る
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
ス
ト
レ
ッ

チ
や
有
酸
素
運
動
、
バ
ラ
ン
ス

訓
練
な
ど
の
軽
体
操
）

日
に
ち　

１
月
14
日
木
、
18
日
月
、

21
日
木
、
25
日
月
、
28
日
木
、

　

２
月
１
日
月
、
４
日
木
、
８
日

月
、
15
日
月
、
18
日
木
、
22
日
月
、

３
月
４
日
木
、
８
日
月
、
11
日

木
、
15
日
月
、
18
日
木〔
全
16
回
〕

時
間　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３

時
30
分

定　

30
人
（
先
着
順
）

場　

東
公
民
館
学
習
ホ
ー
ル
め
じ

ろ
申
・
問　

１
月
４
日
月
か
ら
役
場

　

高
齢
者
支
援
課
高
齢
者
福
祉
係

　

ｔ
内
線
１
１
８
・
１
５
６
・
１

　

５
７

　

「
も
ろ
や
ま
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」
で
は
、
日
ご
ろ
な
か
な
か

子
ど
も
と
遊
ぶ
時
間
が
取
れ
な
い
、

父
親
同
士
知
り
合
う
機
会
が
な
い

と
い
う
お
父
さ
ん
の
地
域
交
流
の

き
っ
か
け
作
り
と
し
て
ヤ
キ
イ
モ

タ
イ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

㊐　

１
月
24
日
日
午
前
10
時
～
正  

　

午
場　

歴
史
民
俗
資
料
館
屋
外
広
場

定　

15
組
（
先
着
順
）

対　

毛
呂
山
在
住
の
就
学
前
の
お

子
さ
ん
が
い
る
親
子

料　

３
歳
以
上
１
人
１
０
０
円

持
ち
物　

お
子
さ
ん
の
飲
み
物
、

汚
れ
て
も
い
い
服
装
、
軍
手

申
・
問　

１
月
４
日
月
～
15
日
金

ま
で
に
社
会
福
祉
協
議
会
ｔ
２

　

９
５
─
３
１
１
１
で
受
付

　

相
談
員
の
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん

と
好
き
な
料
理
を
作
ろ
う
�　

料

理
を
食
べ
て
、
外
で
遊
ん
で
、
冬

の
寒
さ
を
吹
き
飛
ば
そ
う
�

㊐　

１
月
16
日
土
午
前
９
時
30
分

～
午
後
４
時

場　

中
央
公
民
館
調
理
室

内
容　

好
き
な
料
理
を
作
ろ
う
、

屋
外
で
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

対　

町
内
の
小
学
生

募
集
し
ま
す

参
加

ご

を

町
立
小
・
中
学
校
の
臨
時

職
員
募
集

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

臨
時
職
員
募
集

健
康
づ
く
り
教
室

青
少
年
相
談
員
に
よ
る

『
冬
の
遊
び
会
』

『
お
と
う
さ
ん
の
ヤ
キ
イ
モ

タ
イ
ム
』
参
加
者
募
集
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西
入
間
広
域
消
防
組
合
の
電
話
番
号
は
ｔ
２
９
５―

０
１
１
９
で
す
。
よ
く
ご
確
認
の
う
え
、
お
か
け
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
上
履
き

※
申
込
み
不
要
。
直
接
会
場
へ
。

問　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
学

習
支
援
係
ｔ
内
線
５
２
１

㊐　

１
月
13
日
水
午
前
10
時
～
正
午

場　

役
場
相
談
室

対　

障
害
（
身
体
・
知
的
・
精
神
）

の
あ
る
人
や
、
そ
の
家
族

相
談
内
容　

生
活
上
の
諸
問
題
な
ど

※
申
込
み
は
不
要
で
す
。
直
接
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問　

役
場
福
祉
課
障
害
福
祉
係
ｔ

　

内
線
１
１
６
・
１
１
７
、
ｆ
２

　

９
５
─
２
１
２
６

　

「
平
成
21
年
度
越
生
、
毛
呂
山

班
児
童
生
徒
美
術
展
」、
「
越
生
、

毛
呂
山
班
特
別
支
援
学
級
児
童
生

徒
合
同
作
品
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

㊐　

１
月
16
日
土
、
17
日
日
午
前

９
時
～
午
後
４
時

場　

中
央
公
民
館

問　

光
山
小
学
校
ｔ
２
９
４
─
３

　

０
３
２
黒
田
、
越
生
小
学
校
ｔ

２
９
２
─
２
０
７
１
田
原

㊐　

１
月
23
日
土
午
後
２
時
～
３

時
場　

毛
呂
病
院
薫
風
園
２
階
会
議

室
内
容　
『
脳
い
き
い
き
教
室
』

対　

介
護
に
興
味
の
あ
る
人
、
知

識
を
身
に
つ
け
た
い
人

料　

無
料

問　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
薫

　

風
園
支
所
ｔ
２
７
６
─
１
４
３

　

９
㊐　

２
月
１
日
月
、
２
日
火
午
前

　

９
時
～
午
後
４
時
20
分

場　

県
立
日
高
特
別
支
援
学
校

（
日
高
市
高
富
59
─
１
）

料　

無
料

内
容　

実
習
「
介
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
体
験
」、
講
義
な
ど

申
・
問　

１
月
15
日
金
ま
で
に
県

立
日
高
特
別
支
援
学
校
教
頭
へ

電
話
ま
た
は
直
接
申
込
み
ｔ
０

　

４
２
─
９
８
５
─
４
３
９
１

　

町
内
在
住
・
在
勤
者
な
ど
の
写

真
愛
好
者
が
一
堂
に
会
し
、
「
親

睦
と
写
真
技
術
の
向
上
を
目
的
」

と
し
て
、
第
８
回
毛
呂
山
写
真
愛

好
者
作
品
展
を
行
い
ま
す
。
約
90

点
の
力
作
を
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ

い
。

㊐
／
１
月
９
日
土
～
11
日
祝
午
前

９
時
～
午
後
５
時
（
最
終
日
は
午

後
４
時
ま
で
）　

 

場
／
東
公
民
館

ギ
ャ
ラ
リ
ー　

主
催
／
毛
呂
山
写

真
愛
好
者
作
品
展
実
行
委
員
会　

後
援
／
毛
呂
山
町
、
毛
呂
山
町
教

育
委
員
会　

問
／
ｔ
２
９
４―

５

１
２
１
大
谷
木

　

園
庭
や
お
部
屋
で
自
由
に
遊
べ

ま
す
。

㊐
／
１
月
12
日
火
、
２
月
９
日
火

午
前
10
時
～
11
時　

場
／
養
光
保

育
園　

対
／
未
就
園
児
の
親
子

申
・
問
／
前
日
ま
で
に
養
光
保
育

園
ｔ
２
７
６
─
１
４
７
３
に
申
込

み
　

エ
ア
ロ
ビ
で
楽
し
く
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
？　

小
さ
い
子

の
マ
マ
も
、
大
き
い
子
の
マ
マ
も
、

マ
マ
じ
ゃ
な
い
人
も
、
自
分
の
た

め
の
ひ
と
と
き
、
楽
し
く
運
動
し

て
ス
ト
レ
ス
発
散
し
ま
し
ょ
う
�

活
動
日
時
／
火
曜
日
（
月
２
回
）

午
前
10
時
～
正
午　

入
会
金
／
な

し　

費
用
／
月
１
０
０
０
円　

保

育
／
１
人
３
０
０
円
、
２
人
５
０

０
円　

場
／
東
公
民
館　

問
／
ｔ

０
８
０
─
１
２
０
７
─
７
９
９
５

岩
上

情
報
交
換

入
間
西
障
害
者
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
出
張
相
談

薫
風
園
『
家
族
介
護
教
室
』

美
術
展
お
よ
び
作
品
展
を

開
催
し
ま
す

『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
研
修
会
』
参
加
者
募
集

第
８
回
毛
呂
山
写
真
愛
好

者
作
品
展

養
光
保
育
園
園
庭
開
放

Ｎ
Ｅ
Ｗ
マ
マ
ロ
ビ　

メ
ン

バ
ー
募
集

　１１月１８日、ＮＨＫホールにおいて、

全国町村長大会が開催され、小沢信義関東

町村会長が、北海道、東北、関東ブロック

を代表して「政権交代と地方分権」につい

ての意見発表を行いました。このなかで、

子ども手当ての財源を地方に求めないよう

来賓の鳩山首相に訴え、場内の町村長から

は大きな拍手が沸き起こりました。

小沢町長が全国町村長大会で
意見発表

毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771
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第
26
回
新
春
武
蔵
越
生
七

福
神
め
ぐ
り

　　

武
蔵
越
生
七
福
神
め
ぐ
り
は
、

健
康
づ
く
り
と
招
福
、
長
寿
、
蓄

財
を
祈
願
し
て
歩
く
12
・
６
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
（
所
要
時
間
約
３
時
間

30
分
）
の
自
然
豊
か
な
コ
ー
ス
で

す
。

日
に
ち　

１
月
４
日
月
（
小
雨
・

小
雪
決
行
）

受
付
時
間　

午
前
９
時
30
分
～
10

時
30
分

受
付
場
所　

法
恩
寺
（
越
生
駅
前
）

特
典　

①
先
着
１
３
０
０
人
に
七

福
神
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
（
毘
沙
門

天
）
進
呈
、
②
ゴ
ー
ル
時
に
福

引
き
実
施

問　

越
生
町
経
済
課
観
光
商
工
担

　

当
ｔ
２
９
２―

３
１
２
１
内
線

１
４
５

情
報

レ
イ
ン
ボ
ー

新型インフルエンザワクチン予防接種費用の助成について
問  保健センター　ｔ（294）5511

※優先接種対象者とは、①医療従事者、②妊婦、③基礎疾患を有する人（詳しくはかかりつけ医へご相談くだ

さい）、④幼児（１歳から６歳）、⑤小学低学年（１年生から３年生）、⑥１歳未満の小児の保護者など、⑦小

学高学年（４年生から６年生）、⑧中学生・高校生、⑨６５歳以上の人のことをいいます。

低所得世帯の人への助成（全額助成） 子どもへの助成（一部助成）

対象者
生活保護受給

世帯の人
住民税非課税世帯の人

満１歳から中学３年生まで

（接種日において）

助成金額 全額 全額
１回あたり１，５００円

（２回３，０００円を限度）

助成方法

生活保護受給証

を医療機関（※

１）へ提示して

ください。

保健センターで確認書および委
任状の交付を受けた後、医療機

関（※１）の窓口に確認書を提

示します。

 医療機関（※２）の窓口に、健康保険証な

 ど、年齢の確認できる書類を提示し、助成

 額を差引いた金額を支払います。

※２毛呂山町、越生町内（一部を除く）の

医療機関に限ります。そのほかの医療機関

または、接種済みの人は償還払いの欄をご

覧ください。

※１埼玉県内の契約医療機関に限ります。その

ほかの医療機関または、接種済みの人は償還払

いの欄をご覧ください。

実施時期 平成２１年度限り（平成２２年３月３１日までに接種が終了した人）。

償還払い

 　助成対象者の人がすでに接種を済ませている場合や町指定医療機関以外で接種を受けたな

 どの理由で費用の助成を受けていない場合は、償還払いの制度があります。	

 ①医療機関で接種後、いったん費用を全額お支払いください。なお、国の基準により２回接 

　 種する人は２回目接種終了後に申請してください。

 ②次の書類を保健センターにお持ちください。申請により、助成額を振り込みます。

　 申請者（保護者）の身分を証明するもの、印鑑（認印）、新型インフルエンザワクチン接

　 種費用の領収書、接種したことがわかる書類（接種済証、母子手帳など）、申請者の預金

　 通帳（未成年者は、保護者の預金通帳）

　町では、新型インフルエンザワクチン優先接種対象者（※）のうち、以下の人について接種費用の助成を行

います。

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た

　

各
町
立
保
育
園
に

▽
図
書
カ
ー
ド
１
万
５
千
円

　

飯
能
地
区

　
　
　

更
生
保
護
女
性
会　

様
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平成21・22年度入札参加資格審査申請の追加受付を行います

【建設工事、設計・調査・測量、土木施設維持管理】
　建設工事、設計・調査・測量、土木施設維持管理の入札

参加資格審査に係る申請受付（追加受付）を実施します。

　毛呂山町では、平成２１年度から埼玉県電子入札共同

システム参加自治体と共同窓口を開設しています。

業種・申請書様式

受付期間　１月１８日（月）～２９日（金）午前９時 30

　分～午後４時（昼休みを除く）

※土・日曜日を除く、事前予約制

申請方法
　書類による申請のみ。

※申請書類、受付時間、会場、説明資料などの詳細は、

埼玉県電子入札共同システムホームページで確認してく

ださい。

問合せ　埼玉県総務部入札審査課ｔ０４８（８３０）５

　７７１、ｈ http://www.pref.saitama.lg.jp/A01/B

　T00/core.html

申請業種 申請書様式
建 　設 　工 　事

埼玉県電子入札共同システム様式設計・調査・測量

土木施設維持管理

【物品・その他】
　物品・その他の入札参加資格審査に係る申請受付（追

加受付）は、従来どおり毛呂山町役場で行います。

受付日時　１月 18 日（月）～２9 日（金）午前９時～ 11

　時 30 分、午後１時～４時（土・日曜日、祝日は除く）

受付場所　役場管財課契約係（役場庁舎５階）

提出方法　持参・郵送（郵送は切手を貼った返信用封筒

　を必ず同封すること）

業種・申請書様式

※申請書類は、指定された色のＡ４ファイル（２穴）に

とじて提出してください。

要領・様式の配布
　期間　１２月２１日（月）～１月２９日（金）

　方法　①役場管財課契約係でコピー

　　　　②毛呂山町ホームページからダウンロード

提出先・問合せ　役場管財課契約係ｔ（２９５）２１１

　２内線５４１、ｈ http://www.town.moroyama.　

　saitama.jp

※毛呂山町で資格者名簿に登載されると、埼玉西部環境

保全組合の入札参加資格者として取り扱うことになりま

す。別途、埼玉西部環境保全組合への届出は不要です。

　建設工事、設計・調査・測量、土木施設維持管理に係る申請は埼玉県電子入札共同システムにより申請し、物品・

その他に係る申請は、従来どおり毛呂山町役場に申請することになりますのでご注意ください。

平成21・22年度組合の入札参加資格審査申請の追加受付を行います
■毛呂山・越生・鳩山公共下水道組合
受付期間　１月１８日（月）～２９日（金）午前９時

　～１１時３０分、午後１時～４時（土・日曜日、祝

　日は除く）

受付場所　毛呂山・越生・鳩山公共下水道組合

提出方法　持参または郵送（必着）

申請書類　組合総務担当で配布、または毛呂山・越生・

　鳩山公共下水道組合ホームページからダウンロード

業種・申請書様式

提出先・問合せ　毛呂山・越生・鳩山公共下水道組

　合総務担当（毛呂山町川角 1510）ｔ（294）9

　333、ｈ http://www.mohgesuidou.or.jp/

■西入間広域消防組合
受付期間　１月１８日（月）～２９日（金）午前９時

　～正午、午後１時～４時（土・日曜日、祝日は除く）

受付場所　西入間広域消防組合総務課総務担当

提出方法　持参のみ（郵送は不可）

申請書類　総務課総務担当で配布、または西入間広域

　消防組合ホームページからダウンロードできます。

業種・申請書様式

提出先・問合せ　西入間広域消防組合総務課総務担

　当（毛呂山町岩井 2451）ｔ（295）0147 内線 21

　2、 ｈ http://www.119nishiiruma.jp/

■坂戸地区衛生組合
受付期間　２月１日（月）～ 15 日（月）午前９時～　

　11 時 30 分、午後１時～４時（土・日曜日、祝日は除く）

受付場所　坂戸地区衛生組合事務所

提出方法　持参のみ（郵送は不可）

申請書類　坂戸地区衛生組合事務所で配布

提出先・問合せ　坂戸地区衛生組合庶務係（坂戸市

　上吉田 651-1）ｔ（283）3561

申請業種 申請書様式 ファイルの色
物品・その他

毛呂山町様式 緑
建設資材

申請業種 申請書様式 ファイルの色
建 設 工 事

組合様式

青

設計・調査・測量 黄

物 品・ そ の 他 緑

申請業種 申請書様式 ファイルの色
建 設 工 事

組合様式

青

業 務 黄

物 品・ そ の 他 緑

毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771
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　子育てに自信はあります

か？　悩んではいませんか？

　子育てに何が必要なのか、

子どもに何をしてやればよい

のか、親の役割とはなんなの

か、須藤先生の貴重なお話を

聴くことができます。我が子

が親になったとき、感謝され

るような子育てをしたいと思

いませんか。ぜひ、ご参加ください。

日　時　１月２３日（土）午後１時３０分～

　　　　（午後１時開場）

場　所　福祉会館ホール

入場料　無料

※保育を希望する人のみ、事前に申込みが必要

です。

申・問　教育委員会生涯学習課学習支援係
　ｔ（295）2112 内線 522

～ハイが言えれば素直が育つ～
　町教育委員会では、「生きる力を育む学校教育の

推進」の一環として町内小・中学校の「特色ある学

校づくり」を推進しています。また、毎年その成果

についての発表会を開催しています。

　県で推進している「教育に関する３つの達成目標」

や「学力向上」の取組をはじめ、学校二学期制を契

機とした教育課程の取組や各学校の実践の様子をご

覧いただけます。

　また、保護者に限らずこの機会に広く町民の皆さ

んに小・中学校の様子を知っていただき、なお一層

のご支援、ご協力をいただきたいと考えています。

どなたでもご覧になれますので、ぜひお越しくださ

い。

日　時　１月２９日（金）午後２時～４時３０分

　　　　（午後１時４０分～１時５５分受付）

場　所　福祉会館ホール

料　金　無料

内　容　研究発表会（町立４小学校・２中学校の特

　　　色ある学校づくりの取組についての発表）

『特色ある学校づくり推進事業』
研究発表会           
問  教育センターｔ（295）0622

　　

問　教育委員会生涯学習課学習支援係　ｔ（295）　
　　2112 内線 522、ｆ（295）3939

日　時　1月10日（日）午後１時３０分～

　　　　　　　　　　　　　（午後０時３０分受付）

場　所　福祉会館ホール

対　象　平成元年４月２日から平成２年４月１日まで

に生まれた人

■対象者には、案内

状を送付しました

が、未着または住

民登録のない人で

参加を希望する人

は、生涯学習課ま

でご連絡ください。

第54回  毛呂山町成人のつどい 在宅重度心身障害者手当の
対象者が一部変わります             

問　福祉課障害福祉係ｔ（295）2112
　　内線 108・116・117

　埼玉県の補助金交付要綱が改正されたことに伴

い、町の在宅重度心身障害者手当の支給対象者が変

わります。

追加される人
・精神障害者保健福祉手帳１級所持者

・超重症心身障害児

除外される人
・６５歳以上の新規申請者

　なお、この制度改正は、

平成２２年１月から適用さ

れます。
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　固定資産税は、毎年１月１日時点で存在する建物の所有者に課税されます。次の①～③に該当する人は、役場

税務課資産税課税係までご連絡をお願いします。

①年内およびそれ以前に新築・増築、または年内に新築・増築予定で、まだ家屋調査を行っていない場合

②年内およびそれ以前に建物を全部または一部取壊しをした場合

③火災・地震などの災害により、建物に大きく傷みが生じた場合

※建物の大きさに関わらず、物置・車庫などについても、固定資産税の

課税対象となるものがあります。

■家屋調査について
　家屋調査では、国の定めた基準により、屋根・外壁・天井・内壁・床な

どの仕上げ部材、キッチン・トイレなどの設備についても調査しますので、

あらかじめご了承ください。

　また、毛呂山町内全域を対象として家屋の現況調査を行っています。この調査はより一層の適正な課税を確保

するために、固定資産課税台帳の記載内容と現況の建物が一致しているかを確認する調査です。調査にあたって、

現地の建物の状況を確認させていただく場合がありますので、住民の皆さんのご理解・ご協力をお願いします。

建物の新築・増築・取壊しなどがあった場合にはお知らせください�

　事業用の資産（土地・家屋以外のもの）は、償却資産として固
定資産税の課税対象となります。平成22年１月１日現在で償却
資産を所有している人は申告が必要になります。
申告期限　平成２2 年２月１日 ( 月 ) まで
申告場所　役場税務課資産税課税係
※平成２１年度に償却資産を所有していた人には、申告書を郵送
しますので期限内に返送してください。
■償却資産とは
　会社や個人で工場や商店などを経営している人が所有する、そ
の事業のために用いることができる資産で、所得の計算上、損金
または経費に算入される次に示したものなどをいいます。
①構築物････････････････舗装道路、塀など

②機械および装置････････旋
せ ん ば ん

盤、工作機械など
③車両および運搬具･･････ブルドーザーなど（自動車税・軽自動
　　　　　　　　　　　　車税が課税されていないもの）
④工具・器具および備品･･･冷暖房設備、自動販売機、陳列ケース、
　　　　　　　　　　　　ロッカーなど
※申告書の郵送の有無にかかわらず、該当する資産を所有してい
る場合には、必ず申告が必要です。ご不明な点は、役場税務課資
産税課税係までお問い合わせください。

問　役場税務課資産税課税係　ｔ（295）2112内線191･192

事業用の資産をお持ちの人は申告が必要です

問　役場税務課資産税課税係ｔ（295）2112内線191･192

　その他容器包装プラスチックを集積所

に出す際は、収集袋に直接入れてくださ

い。小さな袋のなかに、さらに資源を入

れるような二重袋では出さないようお願

いします。中身の確認ができない小袋が

残ってしまうと、品質のよい資源に対し

て支払われる報奨金（再商品化合理化拠

出金）が支払われなくなり、その分税金

での負担が増えることになります。

　また、食べ残しのある容器など汚れた

ものは資源になりません。汚れたものは、

周りの資源まで汚してしまい、資源とし

て使えなくなってしまいます。その他容

器包装プラスチックを出す際は、資源と

して使えるきれいな物だけを出すように

してください。

ごみと資源の出し方
問  埼玉西部環境保全組合高倉クリーン   
　  センターｔ（271）1500

毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771



毛呂山町役場 ☎（２９５）２１１２

18

申込み・問合せ・実施場所
保健センター　℡ 049(294)5511

※保健センターへの電話のかけ間違いが
大変多くなっています。よくご確認のう
え、おかけください。

年末および１月の在宅当番医　9:00～ 12:00
日にち 医療機関名 専科 住　所 電話
12/29（火）もろやま眼科 眼　科 岩井西2-11-8 294-4113
12/30（水）根岸内科医院 内科・小児科 下川原171 295-3959
12/31（木）埼玉・長島クリニック 内科・脳神経外科 越生町越生東3-1-14 292-7227
  1/  1（祝）柴﨑皮膚科医院 皮膚科 中央4-19-12 295-6628
  1/  2（土）くぼた耳鼻咽喉科クリニック 耳鼻咽喉科 越生町越生東2-7-9 277-7834
  1/  3（日）長瀬クリニック 内科・小児科 川角133-6 295-0708
  1/11（祝）はなみず木整形外科 整形外科 越生町如意102-9 292-8003

検　診

成人健康相談（心と体の相談）
1月 14日（木）・29日（金）9：30～11：30 場 役場ホール

1月 22日（金）9：00～12：00 場 保健センター

老人健康相談（山根荘利用者のみ）
1月 26日（火）9：30～11：30 場 山根荘

電話相談　月～金曜日（祝日を除く）9：00～17：00

健康相談

乳幼児の予防接種
ＢＣＧ予防接種

麻しん風しん（ＭＲ）予防接種

三種混合

ポリオ

乳幼児健診※対象者には個別に通知します。

４か月児健診　　　

10 か月児健診 　　

１歳６か月児健診　

３歳児健診

つくしんぼ（赤ちゃん）サロン
日　時　1月20日（水）

10：30～11：30（受付は10：00～10：15）

内　容　親子遊びの紹介、参加者の交流

対　象　３か月～１歳３か月の第一子

1月 ５日（火）対

1月 ６日（水）対

1月 12日（火）対

1月 13日（水）対

子ども

当日の受付時間
○印／午後 0 時 30 分～午後 1 時 40 分

　　　（受付 30 分前から整理券を配布）

●印／午前９時～午後３時（30 分ごとに 12 人づつ）

日　時　１月２1 日（木）13：10 ～ 16：00

　　　　（受付 13：10 ～ 13：20）

対　象　平成 19 年 2 月～平成 19 年 12 月生まれの子

持ち物　母子健康手帳・タオル・歯ブラシ・コップ

申込み　12 月 28 日（月）から受付（先着 40 人）

 ２歳児歯科教室

個別健康診査（受診は 1 年に１回）

実施月　2 月　申込み　1 月６日（水）～ 20 日（水）

対　象　長寿（後期高齢者）医療制度の加入者（平成

21 年９月末までに加入している人）

　※生活習慣病で治療中の人は、改めて健診を受けて

いただく必要がない場合もありますので、主治医に

ご相談ください。

内　容　問診・身体計測・血圧測定・尿検査・血液検

査・医師の診察など

費　用　５００円　定　員　先着 20 人

手　順　①保健センターに申込み、１月末に受診券を

受け取る。②医療機関を選び、健診の予約をして受

診する。

場　所　次のなかから１か所を選択

　埼玉医科大学病院健康管理センター、毛呂病院、長瀬

クリニック、根岸内科医院、初野医院、ゆずの木台ク

リニック、市川医院、越生メディカルクリニック

　がんの早期発見、早期治療のためには検診を受ける

ことが大切です。（受診回数／ 2 年に１回）。

対　象　乳がん/40歳以上、子宮頸がん/20歳以上

費　用　乳がん/600円、子宮頸がん/500円

※生活保護受給世帯・町民税非課税世帯の人は、無料

となります。予約時にお申し出ください。また、町か

らクーポン券が届いている人は無料になります。

検診日 定員 予約受付日（午前 8時 30分から）
○ 1/16（土） 50人 1/4（月）～ 1/15（金）

● 1/24（日）120人 1/4（月）～ 1/12（火）

○ 2/15（月） 50人 1/4（月）～ 2/12（金）

○ 2/22（月） 50人 1/4（月）～ 2/19（金）

■乳がん・子宮頸がん検診日程表■

1月 8日（金）申

1月 7日（木）申

1月20日（水）申

1月19日（火）申

12/ 24（木）

12/22（火）

  1/ 13（水）

  1/12（火）

保健セ
ンターからのお知らせ

胃がん・胸部Ｘ線検診（肺がん・結核）（受診回数／年１回）
日にち　1月15日（金）申 12/25（金）から

受　付　8:30～10:00（受付30分前から整理券配布）

対　象　40歳以上

費　用　胃がん/600円

胸部Ｘ線検診/200円（喀
かくたん

痰細胞検査/500円）

H21.8生まれの児
こ

H21.2生まれの児

H20.6生まれの児

H18.7生まれの児

　がんの早期発見、早期治療のためには検診を受ける

乳がん検診・子宮頸
けい

がん検診

※埼玉医科大学病院（毛呂本郷 38ｔ 276-1465）は、

救急部が日曜・祝日を問わず救急患者を受け入れています。
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 行事カレンダー 行事カレンダー1月の 毛呂山町役場 ☎（２９５）２１１２

法律相談 人権・行政相談 心配ごと相談
 

結婚相談

教育相談 消費生活相談
 

■弁護士（要予約）

　1月14日木、25日月

　13:30～16:00

■行政書士
　1月20日水

　10:00～15:00

場　所　役場会議室

問合せ　総務課自治振興係

　　　　ｔ内線314

　土地家屋のトラブル、交

通事故、金銭貸借や補償、

相続問題など

1月14日木13:00～16:00

場　所　役場会議室

問合せ　総務課自治振興係

　　　　ｔ内線314

　人権問題・行政に関する苦情など

　月～金 10:00 ～ 16:30

場　所　教育センター

電話相談番号ｔ (295)2525

　不登校、いじめ、しつけなど

毎週木曜日 10:00 ～ 15:00

場　所　役場相談室

問合せ　産業振興課商工観

　　　　光係ｔ内線175

　違法な契約や商品の苦情など

毎週水曜日 10：00 ～正午

場　所　福祉会館

問合せ　社会福祉協議会

　　　　ｔ (295)3111

　生活上の悩み、困りごとなど 　相談を希望される方はお

気軽にご相談ください。後

日、町から依頼された結婚

相談員がご相談にのりま

す。

申込み・問合せ
　産業振興課農林係

　ｔ内線 172

保健セ
ンターからのお知らせ日 月 火 水 木 金 土

１ 元日 ２図歴児体 図歴児体

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９図歴児体 図歴児体

・官公庁仕事始め ・体育施設
　２月分調整会議
　場総合公園

・小・中学校
　授業開始

・子ども映画会
　場図書館→P7

10 11 成人の日 12 13 14 15 16児 図児 歴

・成人のつどい
　場福祉会館→P16
・消防団出初式
　場越生町中央公民
　館駐車場→P11
・２月分総合公園
　予約日
　場総合公園

・ぴょんぴょん
　広場
　場児童館→P7
・入間西障害者相
　談支援センター
　出張相談
　場役場相談室→
　P13

・子育てサロン
　場東公民館
・健康づくり教室
　場東公民館→
　P12

・おやじ広場
　場児童館→P7
・越生・毛呂山班
　児童生徒美術展
　場中央公民館→P13
・冬の遊び会
　場中央公民館→P12

17 18 19 20 21 22 23児 図歴児体

・トレーニング機器説
　明会
　場総合公園
・やぶさめ学習会
　場資料館
・越生・毛呂山班
　児童生徒美術展
　場中央公民館→P13

・健康づくり教室
　場東公民館→P12

・ぴょんぴょん
　広場
　場児童館→P7
・つくしんぼサ
　ロン
　場保健センター
　→P18

・健康づくり教室
　場東公民館→
　P12

・おはなし会
　場図書館→P7
・子育て講演会
　場福祉会館→P16

24 25 26 27 28 29 30児 図歴児体

・おとうさんのヤ
　キイモタイム
　場資料館→P12

・健康づくり教室
　場東公民館→P12

・幼児クラブ火
　曜コース
　場児童館→P7

・子育てサロン
　場福祉会館
・幼児クラブ
　木曜コース
　場児童館→P7
・健康づくり教室
　場東公民館→
　P12

・『特色ある学校
　づくり推進事業』
　研究発表会
　場福祉会館→
　P16
・夜間納税窓口
　場役場→P10

・休日納税・納入
　窓口
　場役場→P10

31 児

・休日納税・納入
　窓口
　場役場→P10

場＝場所

図図書館　歴歴史民俗資料館　児児童館
体町内体育施設（総合公園体育館・グラウンド、
大類グラウンド・ソフトボールパーク、川角公園、
西戸・川角・岩井・目白台各グラウンド、弓道場）

施設のお休みマーク
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徒然歳時記

　11月の毛呂山町は、行事が目白押しの月でした。流鏑

馬祭りから始まり、ゆずの里ウォークまで毎週のように行

事が行われました。広報係としては、広報紙を読んでくだ

さる皆さんに少しでも行事の楽しさや臨場感を伝えようと

一生懸命現場を駆け回っていました。少しでも雰囲気を味

わっていただければ幸いなのですが・・・。（Ｉ）

　タラバガニは、漢字では「鱈
た ら ば

場蟹
がに

」
と書きます。これは鱈の漁場と生息域
が重なることに由来しています。その
ため、鱈や鮭の網にタラバガニがかか
ることもありましたが、明治30年ごろ
まではそのまま投棄されていました。
これを最初に利用したのが缶詰業者です。カニが缶の鉄と反応
して黒くなる「黒変」を、硫酸紙に包み込んで缶を遮断すると
いう、シンプルですが画期的な方法で解決し、絹と並んで外貨
を稼ぐ花形産業へと成長させました。
　タラバガニは11月から２月ごろがその旬で、茹

ゆ

でて食べられ
ることがもっともポピュラーですが、焼きガニやしゃぶしゃぶ
にしてもおいしく食べられます。しかし、タラバガニは、カニ
といってもヤドカリの仲間で、本来カニははさみをあわせて十
本の足がありますが、タラバガニやハナサキガニなどのヤドカ
リの仲間は一番後ろの足が極端に小さく、えらを掃除するため
に甲羅の中に隠れてしまっているため見た目には、６本足で歩
いているように見えます。
　寒さも厳しくなり、鍋物が恋しい季節になりました。たまに
は、カニ鍋やしゃぶしゃぶなどをしてみるのもいいかもしれま
せん。

　田中ひよりちゃん

　　　  （３歳）

　おしゃべり大好き!
おうた大好き!　よく

お姉ちゃんとおもちゃ

のマイクでうたってい

ます。最近は、英語のお歌もうたっています。

見かけたら声をかけてください!

　狩
か の う

野　凌
りょうすけ

輔くん
　　（２歳３か月）

　元気いっぱいの凌輔

は、何でもお兄ちゃん

の真似をします。出来

ない時は泣いてくやし

がる負けず嫌い!　大きくなったら何になるの

かな？　優しい大人になってね。

■秘書広報課では「わがやのアイドル」を募集中です。

申・問　役場秘書広報課ｔ（295）2112 内線 332

タラバガニ

現在の風景

　踏切の向こう側に建設途中の埼玉医科大学病院が見られます。建物も現

在と比べまだ少なく、写真左側には、刈り入れの終わった田んぼも見られ

ます。

ＪＲ毛呂駅南側の岩井踏切

（昭和53年１月）（杉田幸夫さん提供） 
昭和５０年代ごろまでの
昔の写真を募集していま
す。提供いただける方は、
役場秘書広報課広報広聴
係ｔ ( ２９５) ２１１２
内線３３２までご連絡く
ださい。

募 集 中

人口 36,846 人 ( － 32 人 )
【男 18,387 人 ( － 32 人 )　女 18,459 人 ( ± 0 人 )】
世帯 15,673 戸 ( － 13 戸 )
※平成 21 年 12 月１日現在 ( カッコ ) 内は前月比
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